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商業 

教 科 科 目 単位数 履修年次・選択群 履修区分 

商 業 簿 記 ４ ２年次・Ｃ群 選 択 

使用教科書（出版社） 副教材（準備するもの） 履修の条件・連絡 

新簿記（実教出版） 

標準検定簿記問題集 全商３級 

標準検定簿記問題集 全商２級 

（東京法令出版） 

商業系列の履修者 

１ 科目の目標と評価の観点 

目   標 

商業の見方・考え方を働かせ、実践的・体験的な学習活動を行うことなどを通して、取引の記録と財務諸表の作成

に必要な資質・能力を次のとおり育成することを目指す。 

評価の観点及びその主旨 

１．知識・技能 ２．思考・判断・表現 ３．主体的に学習に取り組む態度 

簿記について実務に即して体系的・系

統的に理解するとともに、関連する技術 

を身に付けるようにする。 

 取引の記録と財務諸表の作成の方

法の妥当性と課題を見いだし、ビジネ

スに携わる者として科学的な根拠に

基づいて創造的に課題に対応する力

を養う。 

企業会計に関する法規と基準を適

切に適用する力の向上を目指して自

ら学び、適正な取引の記録と財務諸表

の作成に主体的かつ協働的に取り組

む態度を養う。 

２ 学習計画と観点別評価項目 

学 

 

習 

 

の 

 

年 

 

間 

 

計 

 

画 

学期 学習内容（単元・項目） 月 学習のねらい 評価の観点 

１ 

 

学 

 

期 

 

 
第１編 
簿 記 の
基礎 
 
 
 
 
 
 
 
 
第２編 
取 引 の
記帳（そ
の１） 
 
 
 
 
 
 

   
第 1章 簿記の基礎 
第 2章 資産・負債・純資産と貸借対照     
    表 
第 3章 収益・費用と損益計算書 
第 4章 取引と勘定 
第 5章 仕訳と転記 
第 6章 仕訳帳と総勘定元帳 
第 7章 試算表 
第 8章 精算表 
第 9章 決算 
 
第 10 章 現金・預金などの取引 
第 11 章 商品売買の取引      
第 12 章 掛け取引 
第 13 章 手形の取引 
第 14 章 その他の債権・債務の取引 
第 15 章 固定資産の取引 
第 16 章 個人企業の資本の取引 
第 17 章 販売費と一般管理費,税金の取 
     引 
 

 
４ 
 
 
 
 
 
５ 
 
 
 
 
 
 
６ 
 
７ 
 
 
 
 

 
・簿記の意味、目的、役立ちなどを理解 

させ、学習の心構えを養う。 
・資産・負債・純資産・収益・費用のそ 

れぞれの意味と種類を理解する。 
 
 
 
 
 
 
 
・現金、当座預金、その他の預金の意味

を理解する。 
・３分法による商品売買損益の計算法と

記帳法を習得する。 

 
1 2 3 
 
 2 3 

 
 
 
 
 
 
 
 
1 2  
 
1   3 

２ 

 

学 

 

期 

 
第３章 
決算（そ
の１） 
 
 
 
第４章 
会 計 帳
簿 と 帳
簿組織 
 
 
第５章 
取 引 の
記帳（そ
の２） 

 
第 18 章 決算整理（その１） 
第 19 章 ８桁精算表      
第 20 章 帳簿決算 
 
 
 
第 21 章 会計帳簿 
第 22 章 伝票の整理 
第 23 章 会計ソフトウェアの活用 
 
 
 
第 24 章 特殊な手形の取引 
第 25 章 有価証券の取引 
第 26 章 本支店会計 
第 27 章 最近の実務に広がる取引 

 
９ 
 
 
10 
 
 
 
11 
 
  
 
 
12 
 
 
 

 
・決算整理の意味を知り、帳簿決算の方 
 法や決算に必要な貸借対照表と損益

計算書の作成方法を習得する。 
 
 
 
・複式簿記の種類、帳簿組織の業務の分 

担を学習し、各種帳簿の形式を習得す 
る。 

 
 
 
・支店会計の意味を理解させ、本支店間 

および支店相互間の取引の記帳法を
理解する。 

・未達事項の意味と、その整理法を理解 

 
1 2  
 
 
 
 
 
1 2 3 
 
 
 
 
 
1 2 3 
 
 
1 2 3 
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  させる。 
 

 
 

３ 

 

学 

 

期 

 
第6章 
決算（そ
の２） 
 

 
第 28 章 決算整理（その２） 
第 29 章 株式会社の取引と財務諸表 
 

 
１ 
 
２ 
 
３ 
 

 
・間接法による減価償却の記帳や有価証 

券の評価など、より進んだ決算整理に 
ついて理解する。 
 

 
1 2 3 
 
 
 

学 

 

習 

 

評 

 

価 

観点 １．知識・技能 ２．思考・判断・表現 ３．主体的に学習に取り組む態度 

規 

 

準 

○企業において日常発生する取
引を合理的・能率的に記帳でき
るようにする。 

○簿記の基本的な仕組みについ
て、記帳練習を通して理解を深
める。 

 

○仕訳において、状況にあった勘
定科目を使用し、帳簿に正しく
記帳する。 

○観点別学習状況の評価を通して
はかる。 

○ノートやレポート、提出物等に
おける記述、授業中の発言、教
師による行動観察、生徒の自己
評価等の状況も評価に当たって
考慮する内容とする。 

手 

段 

・小テスト ・定期考査 
・検定試験 

・小テスト ・定期考査 
・検定試験 

・授業中の活動 ・提出物 

単元末や学期末及び年次末にお

ける評価の総括方法 

・考査は年５回実施。各回とも考査点７０％、平常点３０％で成績を評価する。 
・平常点は、授業態度、提出物の状況、検定試験の結果による。 

学習上の 

留意点 

・授業の進度が速いので、毎時間の授業を大切に学習し、宿題等与えられた課題を必ずすること。 
・検定前や長期休業中の補習に欠席、遅刻をしないこと。 
・１月（全商）の検定試験で２級の合格を目指します。 
・問題集代、検定代金等で年間３，０００円程度必要です。 

 


